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１．動機と目標 

東日本大震災の発生により本校は津波の被害

を受け全壊しましたが、津波が引く中、一輪だけ

花をつけた木があったのです。それが桜でした

（図１）。 

この復興を象徴する桜を組織培養によって増

殖。「地域を笑顔に」という想いで、塩害が発生

する地に桜を植えて地域振興を続けてきました。 

そんな中、『さくら名所 100 選』に選ばれる柴

田町都市建設課課長の佐藤康弘さんから「桜が枯

れて困っている」と連絡を受け、現地を訪れると、

塩害とは異なる症状により、枯れかけた桜を目に

したのです。塩害は葉の縁から変色しますが、こ

れは先から変色しています（図２）。その被害は

年々拡大し続けているとのこと。このままでは地

域資源である桜が全滅すると危機感を覚え、調査

すると高温障害と判明。症状が出る 7 月の平均気

温は 4 年間でなんと 4.8 度も上昇（図３）。これ

では名所の桜が失われます。 

そこで、猛暑に負けない活力剤を開発し、枯れ

ゆく桜を復活させることで地域振興を実現する

ことを目標とし、研究を開始しました。 

 

２.研究計画 

研究計画の立案にあたり、『地域資源活用』の教科書を参照しました。まず「地域資源と

は何か」という基本概念を確認しました。教科書では、地域資源は自然資源・人文資源・

人的資源に分類されており、桜は景観や自然環境を形づくる「自然資源」として位置づけ

られます。そこで、桜を研究対象とする根拠を明確にし、研究計画の出発点を「地域資源

の保全と活用」と定めました。次に、第 2 章を参考に、地域社会が直面する人口減少や高

齢化、気候変動といった課題を整理しました。桜の枯死は単なる植物の問題ではなく、地

域の景観や人々の暮らしに直結する重要課題であると位置づけ、研究計画の背景に据えま

した。さらに第 3 章で示される「経済的・社会的・文化的・環境的」という地域資源の価

値の 4 側面をもとに、桜色活力剤の開発を多面的に整理しました。すなわち、環境的価値

（高温・乾燥・塩害対策）、社会的価値（地域のつながり強化）、文化的価値（桜文化の継

承）、経済的価値（観光資源としての活用）を同時に支えるものとして計画の柱に据えまし
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図１ 津波後の全壊した旧校舎で 

奇跡的に咲いた桜 

図２ 塩害とは異なる新しい症状の葉 

図３ 地元の 7 月の平均気温の推移 



た。また第 4 章の「ストーリー化」「見える化」「地域ブランド化」の考え方を参考にしま

した。震災復興や気候変動対策という背景のもと、高校生が桜を守る活動そのものを「物

語」として発信することで、単なる技術的検証にとどまらない社会的広がりを持つ研究計

画を立案しました。第 5 章では「地域住民・行政・企業・学校の協働」の重要性が強調さ

れています。これを踏まえ、柴田町や桂島での実証活動、さらに JICA や大学との連携を研

究計画に組み込みました。最後に第 6 章の「課題発見→計画→実践→振り返り」という手

順を参照し、今回は特に「課題発見」と「計画」に重点を置きました。具体的には、酢酸

による高温・乾燥・塩害耐性付与という研究仮説を立て、実験方法と地域活動への展開方

法を明文化しました。 

以上のように、『地域資源活用』教科書の第 1 章から第 6 章までを段階的に参照し、 

「桜を地域資源として位置づける」「地域社会の課題と結びつける」「多面的価値を整理す

る」「ブランド化やストーリー性を取り入れる」「地域連携を前提とする」「計画手順を体系

化する」という流れで研究計画を立案しました。これにより、科学的な裏付けと地域振興

の両面を兼ね備えた、実効性の高い計画を構築することができました（図４）。 

３．仮説の構築 

昨年度、海沿いでの桜の植樹を成功させるために、使い捨てカイロとクエン酸を使って

Fe²⁺を含む発根促進剤を開発しました。これを使用しない海沿いの桜はすべて枯れたのに

対し、使用した桜は順調に育ち、発根促進の効果

を実感。そこで、「発根量が多ければ高温にも耐え

られる」と仮説を構築しました。 

さっそく、発根促進剤を植樹に使用すると、初

期の生育は順調に進みますが、初夏には全滅。調

査すると柴田町と同じ高温障害と判明。仮説は間

違いだと気づき、試験は振り出しに戻りました。 

そんな中、東京大学の金特任准教授から「野菜

図４ 「地域資源活用」の教科書を中心とし作成した研究計画 

図５ 東京大学 金鍾明特任准教授 

による技術指導 



の高温・乾燥には酢酸が有効だが、桜に効くかはわからない」と助言を受けたのです（図

５）。わずかな可能性にかけ、「桜に酢酸を使用することで高温障害を防げる」と仮説を再

構築しました。 

 

４．活力剤の開発 

植樹はいつも海沿いで行うため

耐塩性効果は必須です。これまで、

使い捨てカイロとクエン酸を植樹

の際に加えることで、耐塩性を発揮

していました。これに、酢酸を加え

れば、高温・乾燥耐性を兼ね備えた

新資材になると考えたのです。 

しかし、実際の試験では、酢酸濃

度が高すぎると枯れ、低すぎると効

果が出ず、試行錯誤の連続でした。

諦めかけた中、失敗と思い放置した

桜が元気に育っているのを発見。濃

度を調べると 100ppm ということが

わかったのです（表１、図６）。 

再試験の結果、最適濃度である

と判明し高温・乾燥に耐える条件

をついに見つけました。 

検証として、海沿いの土をビー

カーに入れ、桜を植えて試験を行

いました。2 週間にわたり水を与え

ず、高温・乾燥状態にすると、対照

区はすべて枯れますが、酢酸区は生

存率 100％という驚くべき結果で

す。 

さらに圃場での試験では、定植から 1 か月

後、対照区の生存率 68.8％に比べ、酢酸区は

100％を記録。葉も対照区では高温障害が発生

しているのに対し、酢酸区は青々と健全な状

態です（図７）。以上から再現性を獲得し、酢

酸は桜に高温・乾燥耐性を与えることがわか

りました。 

これだけではありません。これまでは、使い

捨てカイロから Fe²⁺を抽出するためにクエン

酸を使っていましたが、クエン酸から酢酸に

変えても Fe²⁺濃度は 1020ppm と同等の数値です。酢酸でも発根促進効果が十分に得られる

図６ 桜に対しての酢酸の適正濃度を調べる試験 

低濃度の左は高温障害が、高濃度の右は薬害

がそれぞれ発生している 

図７ 圃場試験の結果 

対照区の左は高温障害により

枯死しているが、酢酸区は青々

と健全な葉の状態である 

1ppm 10ppm 100ppm 1000ppm 10000ppm

1 × ◯ ◯ ▲ ▲

2 × × ◯ ▲ ▲

3 × ◯ ◯ ◯ ▲

4 × × ◯ ▲ ▲

5 × × ◯ ◯ ▲

6 × ◯ ◯ ◯ ▲

7 × × ◯ × ▲

8 × ◯ ◯ ▲ ▲

9 × × ◯ ▲ ▲

生存率 0% 44% 100% 50% 0%

表１ 桜に対しての酢酸の適正濃度を調べる試験 

酢酸活力剤散水後、高温条件下におき、 

２週間後の状況 ◯は健全、×は高温障害、

▲は薬害をそれぞれ示す 



と考えました。測定の結果、酢酸

区は対照区に対してなんと 3倍の

根の長さを確認（表２、図８）。 

しかし、資材としては性能が長

期間維持できなければ普及は困

難です。そこで、暗所保管した対

照区と試験区に分けて活力剤を

設置し保存性の試験を行いまし

た。対照区のクエン酸活力剤が

60.7％減少したのに対し、酢酸を

用いた試験区は 27.4％しか減少

しません。また、外観も対照区は

固形分が浮いているのに対し、新

資材は変化がでなかったのです。

以上から新資材は高い機能性と保存性を有していることが証明されました。 

また、新資材は開発段階から自然環境や地域環境への影響を考慮した持続可能な資材で

あることを重視してきました。そのため、水質への影響を測定したところ、BOD は 5 ppm、

COD は 3 ppm という低い数値を示したのです。これは水環境への負荷が小さいことを意味

しており、活力剤の使用が自然環境に深刻な影響を与えないことを裏付けています。さら

に、使用者の安全面にも配慮するため、日本食品分析センターの助言を受け、簡易版の SDS

（安全データシート）を作成しました。これにより、使用方法や保管方法、副次的なリス

クに関する情報を整理し、誰もが安心して活力剤を取り扱える体制を整えることができた

のです。 

これまで、クエン酸と使い捨てカイロを使い、発

根促進剤を作ってきましたが、酢酸に置き換えれ

ば、高温・乾燥・塩害の三つの環境耐性効果を同時

に引き出せます。この発想をもとにした資材は世

界に一つもありません。 

試験管で作ると、偶然桜色に発色。こちらが酢酸

を用いた新資材の「桜色活力剤」です（図９）。 

外部評価として京都大学の松下名誉教授に結果

を伝えると「猛暑にも耐えて、沿岸部の桜も守れ

る」と認めていただき地域普及に期待を持ってく

れました。 

 

５．地域振興  

桜色活力剤を使用した植樹を行い、地域への普及活動に取り組み続けてきました。する

と、地元の子どもたちから「植樹の仕方を教えてほしい」と依頼が来たのです（図１０）。

昨年 11 月から計 6 か所において、545 名と桜色活力剤を使用した植樹を行ってきました

（図１１）。 

図９ 高温・乾燥・塩害の三つの環

境耐性効果を同時に引き出

す「桜色活力剤」 

 

1 2 3 平均

酢酸活力剤区 320 290 250 287

対照区 120 90 80 97

表２ 酢酸活力剤散水２週間後の根の長さ（ｍｍ) 

図８ 酢酸活力剤散水２週間後の根の長さ 



この活動が新聞に取り上げられると、塩竈市桂島の方から「桜の植樹がうまくいかない」

と相談を受けたのです。現地に行くと、高温・乾燥・塩害の影響で植樹した桜が枯れてい

ました。すぐに、桜色活力剤を使い、植樹を行うと、枯れていた場所に苗木が定着（図１

２、図１３）。島民の方から「ここに桜が咲くなんて」と植樹成功の喜びの声をいただきま

した。この他に半年間で 26 本の植樹を行い、現在も枯れていません。 

自信を得た私たちは、柴田町役場に赴き桜色活力剤の散水を提案しました。すると佐藤

さんをはじめ、町民、樹木医、町役場全体で取り組むことが決定。当日は多くの町民が活

動に参加し、桜色活力剤を散水しました（図１４、図１５）。佐藤さんからは「桜の未来を

つなげてくれてありがとう」と言葉をいただき、私たちが地域の宝である桜を守る力にな

ったのです。現在、柴田町の桜に塩害はもちろん高温障害の被害はまったく出ていません。 

これまでに 1076 本の植樹を実施。2000 本を目標に地元を桜色に染めていきます。 

図１２ 桂島に行くために桜ともに 

ボート乗って海を渡る様子 

 

図１３ 桂島で島民の方々とともに桜色 

活力剤を使用した植樹を行う様子 

 

図１０ 地元のこどもとの交流の様子 図１１ 昭和万葉の森での植樹前の様子 

図１４ さくら名所１００選 柴田町にて

桜色活力剤について説明する様子 

図１５ 柴田町民とともに桜色活力剤を 

散水する様子 



桜を見た方にアンケート調査をすると「この桜は地元の癒やしになる」との声が寄せら

れ、研究が確実に地域振興につながっていると実感しました。 

以上、猛暑に負けない桜色活力剤を開発することで仮説を立証し、桜を守ることで地域

振興を実現しました。 

 

６．応用普及 

厳しい環境下でも育つ桜は、瞬く間に口コミで広まり、活動を知った JICA の西岡さんか

ら、「桜色活力剤を世界に広めてほしい」と依頼が来たのです。JICA 筑波では、5 か国の代

表者と共に桜を植樹。どの国も高温・乾燥・塩害に悩んでいるためデータや成果を伝える

と、「ぜひ母国でも使いたい」と熱望され、作り方から使い方まですべて共有しました。さ

らに、地元の桜の素晴らしさや想いを伝えると、「国でも桜を植えて花見をしたい」と言っ

ていただき JICA に桜を提供（図１６、図１７）。「地域を桜で笑顔にしたい」と始まった活

動が世界へと羽ばたく一歩となったのです。 

今年度だけでメディア出演は 30 件を超え、「桜の名所、農高生と守る」と取り上げられ

ました（図１８）。この実績から桜色活力剤と検索すると、AI によって研究の成果が要約・

表示され（図１９）、広く社会の注目を集めていることがわかります。 

私たちの研究は地域を越え、世界を守る研究へと発展したのです。 

 

図９ 「さくら名所１００選」柴田町 

にて「桜色活力剤」について説明

する様子 

 

図９ 「さくら名所１００選」柴田町 

にて「桜色活力剤」について説明

する様子 

 

図１７ ＪＩＣＡ筑波にて 5か国の代表者と、

桜とともに撮影した 

 

図１８ 今年度のメディア出演一例 

 

図１９ ＡＩによる 

要約・表示一例 

 

図１６ ＪＩＣＡ筑波にて桜色活力剤

を用いた桜の植樹を行う様子 



この研究は地域振興として認められ、ボランティアの全国大会において最優秀賞の文部

科学大臣賞を受賞（図２０）。大阪・関西万博での研究発表も行い、全世界へ発信。これを

聞いた小泉純一郎元内閣総理大臣からは「地域の未来を変える活動だ」と評価をいただき

ました（図２１）。 

私たちが目指すもの、満開の桜の下で人々が笑い合える新たな時代。それは桜色の未来

です。桜で笑顔が生まれる地域を目指して、これからも研究を続けていきます。 

 

８．研究のまとめと今後の課題 

本研究「桜色の未来」は、地域資源である桜を守り、未来に希望の風景を残すことを目

的として始まりました。その中で私たちは、酢酸と Fe²⁺ を組み合わせた「桜色活力剤」

を開発し、桜の高温・乾燥・塩害への耐性を高められることを確認しました。これは、地

域資源を有効活用した低コストで持続可能な方法であり、科学的な新しい知見であると同

時に、地域社会の課題解決にもつながる取り組みとなりました。 

 また、研究の過程では、地域住民・行政・大学・企業・NPO など多くの方々との協力が広

がり、単なる科学実験にとどまらず「地域資源を活かした地域振興活動」として展開でき

たことも大きな成果です。桜を守る活動は、地域の絆を再確認し、若い世代が地域ととも

に未来を築く学びの場ともなりました。 

一方で、現状にはいくつかの課題も残されています。 

・散水による効果の持続期間を長期的に確認する必要があること 

・適用可能な樹種や農作物を広げる検証が不十分であること 

・将来的な特許取得や商品化を視野に入れ、配合の標準化や外部機関による検証が進行中

であること 

 これらの課題を一つひとつ解決し、データを積み重ねていくことが今後の研究の使命で

す。そして、「桜色活力剤」を桜だけでなく農業や環境保全へ応用することで、気候変動に

立ち向かう技術として広く普及させる可能性を秘めています。 

 私たちの研究はまだ道半ばですが、「震災復興×気候変動×地域景観」という複合課題に

挑む歩みは、次の世代へ引き継がれ、より大きな力となっていくでしょう。「桜色の未来」

が示すように、科学と地域資源を融合したこの取り組みが、地域の希望を守り、未来を切

り拓く礎となることを願います。 

図２０ 文部科学大臣賞受賞 

の様子  

図２１ 小泉純一郎元内閣総理大臣へ研究の成果

を報告している様子  



９.自己評価 

 私は本研究において、柴田町との繋がりをつくり、町とのやり取りを担当する役割を担

いました。私の地元である柴田町は宮城県で唯一「さくら名所 100 選」に選ばれる桜の名

所であり、幼いころから町の桜を身近に感じて育ちました。そのため、1 年生の時から桜

研究班で活動する中で、いつか自分の地元である柴田町の桜を使って活動を進めたいとい

う思いを抱いていました。1 年・2 年生の間は、海沿いの桜の塩害を課題として研究を進

め、塩害による桜の生育不良の原因や改善策を学ぶとともに、班の一員として調査やデー

タ整理に取り組みました。これらの経験を通して、桜に関する知識を深めるだけでなく、

地域と研究を結びつける活動の大切さを意識するようになりました。 

3 年生になり、桜研究班の班長として活動を進める中で、新たな課題として、近年の異

常気象による高温や乾燥による桜の枯死が増えていることに気づき、高温障害を課題とし

て研究を進めました。研究班内で観察を進めるうちに、以前弱っている桜が気になり撮影

していた、柴田町の桜に出ていた症状と似ていることに気づきました。 

実際に地元の桜を確認すると、葉焼けや葉のない枝などが見られ、高温障害であることを

確認しました。私は、研究班で開発した高温・乾燥耐性を与える桜色活力剤を地元の桜保

護に活用できるのではないかと考えるようになりました。 

そのため、まず柴田町役場との連絡を試みまし

た。何度も電話して、私たちの活動について伝え

ると、担当者に私たちの研究内容や活力剤の効果

を伝える機会をいただくことができました。当日

は、私が町役場を訪れ、5 名の関係者の方々に対し

て、直接、活力剤の仕組みや使用方法、効果を説明

しました。町役場の方から「確かに昨年度から町

の桜に高温障害が出ていると樹木医から聞いてい

る」と言われ、「ぜひその活力剤を使わせてほしい」

と言っていただくことができました（図２２）。この

時、自分の研究成果を地元に還元できる喜びと、責任の重さを強く感じました。 

その後、私は町役場と連携し、桜への散水を行うタイミングや方法について調整を担当

しました。さらに、散水作業に地域の方々も参加していただくことで、町全体で桜を守る

意識を高めたいと考えました。私は、町民の方々に声をかけ、当日には多くの方に参加し

ていただくことができました。地域の皆さんと一

緒に桜を守る喜びを共有できたことは、非常に大

きな学びとなりました。 

また、活動を通して出会った地域の方の中には、

カフェを営む方がいらっしゃり、私たちの活動に

感動し、桜研究班のブースをカフェに設置させて

いただくことになりました。私はオーナーの方と

直接やり取りを行い、観光客が多く訪れる桜の開

花時期に研究発表を行える機会をいただくことが

できました。学校がない日にはカフェに足を運び、

図２２ 柴田町役場にて桜色活力剤の

散水をお願いしている様子 

 

図２３ 柴田町のカフェで研究の

成果を発表する様子 

 



訪れた方々に研究内容を説明し、質問に答えるなど、地元の方々と直接交流しながら研究

成果を伝える経験も積むことができました（図２３）。 

このように、私は柴田町との連携を構築し、町役場や地域の方々、カフェオーナーとの

やり取りを通して活動の幅を広げる重要な役割を担いました。研究班内での分析や実験だ

けでなく、地域との橋渡しとして具体的な行動を起こすことで、研究成果を地域に還元す

る過程を実践的に学ぶことができました。また、地域の方々と協力して活動することで、

研究が地域社会にどのように貢献できるかを実感し、地域の一員として桜を守る責任や喜

びを深く理解することができました。 
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